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論文審査の結果の要旨 

過剰な活性酸素種（ROS）生成による酸化ストレスは、心血管疾患の発症と

予後に関連する。キサンチンオキシドレダクターゼ（XOR）活性の亢進は ROS
産生を増加させる。心血管疾患と血漿 XOR 活性の関連は報告されているが、経

皮的冠動脈インターベンション（PCI）施行後については明らかではない。申請

者は、PCI を施行した安定冠動脈疾患症例の血漿 XOR 活性の経時的変化を冠動

脈造影検査（CAG）後と比較し、院内及び長期予後との関連について検討した。 
2017 年 10 月から 2020 年 12 月の 105 例（CAG 群 25 例、PCI 群 80 例）を対象

とし、手技前、及び後 3 日間、血漿 XOR 活性、ヒポキサンチンとキサンチン濃

度を液体クロマトグラフィー/三連四重極質量分析（LC/TQMS）法を用いて測定

した。PCI 群では有害事象（全死亡、周術期心筋梗塞、脳卒中、大出血）の有無

により比較した。指標は血漿 XOR 活性の変化率＝{(手技後の活性 – 手技前の活

性) / 手技前の活性}×100 を用いた。8 か月後に長期予後を評価した。本研究は

浜松医科大学臨床研究倫理委員会で承認を得て実施された（承認番号 17-113）。 
手技前の血漿 XOR 活性、ヒポキサンチン値、キサンチン値、尿酸値は、両群

間で有意差を認めなかった。手技翌日および 2 日目の血漿 XOR 活性変化率は、

PCI 群が-26%で CAG 群の-13%より有意に大きかった。PCI 群では、有害事象あ

りの群は、なしの群に比べて、3 日目で血漿 XOR 活性変化率が有意に大きかっ

た(-53% vs. -3%)が、長期有害事象の有無と関連を認めなかった。 
以上より申請者は、PCI 後の血漿 XOR 活性低下は、冠動脈狭窄解除による改

善を反映している一方、院内有害事象ありの症例では、過剰な ROS が産生され

た結果、血漿 XOR 活性変化率が大きかったと考察し、PCI 後の血漿 XOR 活性

変化率の大きさは、院内有害事象の発生と関連すると結論した。 
審査委員会では、本研究が PCI 後に血漿 XOR 活性が低下することを示した初

めての研究であり、予後予測因子としての血漿 XOR 活性の応用に道を拓く、臨

床的に高い意義を持つ研究であることを高く評価した。 
以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員

一致で評価した。 
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